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○
定
住
自
立
圏
推
進
協
議
会
を
設
立

　
　

中
心
市
（
人
吉
市
）
と
近
隣
市
町
村
が

役
割
分
担
、
連
携
す
る
こ
と
で
圏
域
全
体

で
必
要
な
生
活
機
能
（
例
え
ば
医
療
・
福

祉
・
地
域
交
通
な
ど
）
を
確
保
し
て
定
住

促
進
を
図
る
事
業
で
、５
月
13
日
に
設
立
。

（
イ
メ
ー
ジ
図
参
照
）

○「
ダ
ム
に
よ
ら
な
い
治
水
を
検
討
す
る
場
」

が
開
催

　
　

２
年
７
ヶ
月
ぶ
り
と
な
る
４
月
24
日
、

県
庁
で
開
催
。
現
在
検
討
さ
れ
て
い
る
方

策
（
河
川
掘
削
・
堤
防
強
化
・
遊
水
池
の

新
設
・
市
房
ダ
ム
洪
水
調
整
能
力
強
化
な

ど
）
を
す
べ
て
実
施
し
て
も
５
〜
10
年
に

一
度
規
模
の
洪
水
に
対
応
で
き
る
レ
ベ
ル

で
、
20
〜
70
年
に

一
度
の
水
準
に
は

届
か
な
い
状
況
。

第２回６月定例会
商工業施設等整備事業補助金
1,230万円を追加し、総額2,730万円に

第５号

平
成
26
年
第
２
回
（
６
月
）
定
例
会
が
６
月
10
日
開
催
さ
れ
、報
告
２
件
、専
決
処
分
事
項
の
承
認
３
件
、

条
例
改
正
１
件
、
26
年
度
各
会
計
補
正
予
算
５
件
な
ど
が
提
案
さ
れ
、
慎
重
に
審
議
さ
れ
た
結
果
、
原

案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　

　

一
般
質
問
に
は
、
３
名
の
議
員
が
登
壇
し
、
執
行
部
へ
の
考
え
を
質
し
ま
し
た
。

《
村
長
諸
般
の
報
告
》

《
村
長
諸
般
の
報
告
》

《
村
長
諸
般
の
報
告
》
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○
小
学
校
教
科
用
図
書
の
採
択
と
展
示
会

　
　

27
年
度
か
ら
使
用
さ
れ
る
教
科
用
図
書

が
、
球
磨
地
区
採
択
協
議
会
（
人
吉
市
・

球
磨
郡
１
０
市
町
村
で
構
成
）
に
お
い
て

採
択
協
議
が
行
わ
れ
る
。（
見
本
に
つ
い

て
は
岩
野
公
民
館
に
お
い
て
６
月
13
日
か

ら
２
週
間
展
示
さ
れ
た
。）

○
農
業
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て

　
　

議
長
発
議
に
よ
り
提
案
さ
れ
、
松
田
三

代
子
さ
ん
（
北
目
）
を
議
会
推
薦
す
る
こ

と
に
決
定
し
ま
し
た
。

○
地
方
自
治
法
第
９
６
条
第
２
項
の
規
定
に

よ
る
議
会
の
議
決
す
べ
き
事
件
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

　
　

議
会
が
議
決
す
べ
き
事
件
と
し
て
、
定

住
自
立
圏
形
成
協
定
の
締
結
、
変
更
又
は

廃
止
を
求
め
る
旨
を
通
告
す
る
こ
と
を
追

加
。 《

教
育
長
諸
般
の
報
告
》

《
教
育
長
諸
般
の
報
告
》

《
教
育
長
諸
般
の
報
告
》

○
人
吉
球
磨
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
仮
称
）

　
　

４
月
に
地
権
者
へ
の
説
明
会
を
実
施
。
概
算
事
業
費
は
約
36
億
円
。

○
26
年
度
熊
本
県
球
磨
地
域
振
興
局
管
内
主
軸
事
業
（
水
上
村
管
内
）
総

額
１
５
億
６
，
９
６
０
万
円

・
農
林
部
関
係　
　

９
億　
　

２
６
０
万
円
（
森
林
環
境
保
全
整
備
事
業

ほ
か
）

・
土
木
部
関
係　
　

３
億
２
，
７
０
０
万
円
（
県
道
上
椎
葉
湯
前
線
関
連

ほ
か
）

・
市
房
ダ
ム
関
係　

３
億
４
，
０
０
０
万
円
（
汗
の
原
親
水
公
園
駐
車
場

嵩
上
げ
ほ
か
）

《　

人　

事　

案　

件　

》

《　

人　

事　

案　

件　

》

《　

人　

事　

案　

件　

》

《　

条　
　

例　

》

《　

条　
　

例　

》

《　

条　
　

例　

》
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○
平
成
26
年
度
水
上
村
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
２
，

７
６
０
万
円
を
追
加
し
、
総
額
を

２
６
億
２
，
９
８
０
万
円
と
す
る
も
の
で

す
。

　
　

歳
出
の

主
な
も
の

は
、
商
工

業
施
設
等

整
備
事
業

補
助
金
１
，

２
３
０
万
円
、
村
有
林
除
伐
委
託
料
（
津

野
団
地
）
８
０
０
万
円
な
ど
を
追
加
計
上

し
ま
し
た
。

○
平
成
26
年
度
水
上
村
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
３
２
万
円
を

追
加
し
、
総
額
を
３
億
６
，
３
４
２
万
円

と
す
る
も
の
で
す
。

○
平
成
26
年
度
年
度
水
上
村
簡
易
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
３
万
円
を
追

加
し
、
総
額
を
４
，
２
７
３
万
円
と
す
る

も
の
で
す
。

○
平
成
26
年
度
水
上
村
介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

《　

予　
　

算　

》

《　

予　
　

算　

》

《　

予　
　

算　

》

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
６
５
４
万
円

を
追
加
し
、
総
額
を
３
億
３
，
２
２
４
万

円
と
す
る
も
の
で
す
。

○
平
成
26
年
度
水
上
村
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
補
正
予
算

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
２
２
万
円
を

追
加
し
、
総
額
を
３
，
１
４
２
万
円
と
す

る
も
の
で
す
。

○
平
成
25
年
度
水
上
村
一
般
会
計
繰
越
明
許

費
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ

○
平
成
25
年
度
水
上
村
介
護
保
険
特
別
会
計

繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い

て
○
専
決
処
分
事
項
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て
（
水
上
村
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
）

○
専
決
処
分
事
項
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て
（
水
上
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

○
専
決
処
分
事
項
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て
（
平
成
26
年
度
水
上
村
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
））

○
議
員
派
遣
の
件
に
つ
い
て

○
継
続
審
査
申
出
書
に
つ
い
て

《　

報　
　

告　

》

《　

報　
　

告　

》

《　

報　
　

告　

》

《　

そ　

の　

他　

》

《　

そ　

の　

他　

》

《　

そ　

の　

他　

》

ふ
る
さ
と
納
税
（
寄
附
金
）
に
つ

い
て新

た
な
財
源
創
出
の
施
策
に
併
せ
、

産
業
振
興
・
住
民
の
生
活
向
上
を
使

途
に
す
る
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
、
過
去

７
年
間
の
年
毎
に
よ
る
本
村
の
寄
附
数
・
金

額
・
謝
礼
の
品
は

廣
瀬
村
長　

平
成
20
年
度
よ
り
受
付

し
て
い
る
。（
別
表
参
照
）謝
礼
に
つ
い

て
は
、22
年
度
よ

り
地
元
の
特
産
品

（
焼
酎
・イ
チ
ゴ・ハ

ム・
そ
ば
な
ど
）を

贈
っ
て
い
る
。24
年

度
か
ら
は
米
・
そ

ば
セ
ッ
ト
、25
年
度

は
み
ず
か
み
村
の

水
に
加
え
、お
茶

セ
ッ
ト・ハ
ム
セ
ッ
ト

一　

般　

質　

問
小野 賴年　議員

な
ど
を
金
額
に
応
じ
て
贈
って
い
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
を
さ
れ
た
方
に
は
、

自
治
体
よ
り
謝
礼
の
品
が
贈
ら
れ
、

寄
附
金
に
対
し
て
は
住
民
税
控
除
が
あ
る
。

本
村
と
し
て
も
寄
附
金
を
財
源
創
出
と
し
て

色
々
な
事
業
を
行
う
事
が
で
き
、
謝
礼
の
品

に
地
元
の
野
菜
・
果
物
・
米
・
肉
・
焼
酎
・

宿
泊
券
等
を
贈
る
こ
と
で
、
水
上
の
宣
伝
、

地
元
の
経
済
効
果
に
も
つ
な
が
る
の
で
は
。

問

問

答

年　度 寄　付　金　の　使　途 人 金　　額
２０年度 保健・医療・介護・福祉の向上に関する事業 1 10,000 
２１年度 保健・医療・介護・福祉の向上に関する事業 6 725,000 

２２年度
産業・観光の振興に関する事業 2 75,000 
保健・医療・介護・福祉の向上に関する事業 2 410,000 

２３年度
産業・観光の振興に関する事業 2 55,000 
保健・医療・介護・福祉の向上に関する事業 2 510,000 

２４年度
産業・観光の振興に関する事業 2 50,000 
保健・医療・介護・福祉の向上に関する事業 1 500,000 
その他の条例で定めた事業 1 10,000 

２５年度
産業・観光の振興に関する事業 1 20,000 
保健・医療・介護・福祉の向上に関する事業 2 1,000,000 
その他の条例で定めた事業 3 24,000 
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廣
瀬
村
長　

毎
年
寄
附
し
て
頂
く
方

に
は
品
物
の
種
類
を
変
え
て
贈
っ
て

い
る
。
現
在
の
手
法
を
続
け
て
い
き
、
元
来

答

ふ
る
さ
と
納
税
が
ス
タ
ー
ト
し
た
原
点
に
返

り
、
本
当
に
応
援
し
て
頂
く
方
へ
謝
礼
の
品

を
贈
っ
て
い
き
た
い
。

防
災
に
つ
い
て

こ
こ
数
年
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
気

象
が
全
国
で
多
発
し
、
油
断
出
来
な

い
状
況
に
あ
る
。
本
村
が
非
常
用
に
準
備
し

て
い
る
寝
具
・
食
糧
・
飲
料
水
・
医
薬
品
等

の
数
量
は
。

中
嶽
総
務
課
長　

寝
具
に
つ
い
て
は
、

岩
野
公
民
館
に
毛
布
５
０
枚
、湯
山
交

流
セ
ン
タ
ー
は
０
枚
、江
代
防
災
拠
点
施
設
に

は
毛
布
４
０
枚
、パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン（
間
仕
切
り
）

１
０
世
帯
分
、敷
き
マ
ッ
ト
２
０
畳
分
、発
電

機
と
燃
料
を
準
備
し
て
い
る
。ま
た
飲
料
水
と

し
て
、役
場
に
２
５
０
０
本（
ペッ
ト
ボ
ト
ル
３
３

０
㎖
）を
用
意
し
て
い
る
。

農
家
や
家
庭
菜
園
で
野
菜
等
つ
く
ら

れ
て
い
る
方
の
多
い
本
村
だ
が
、
あ

る
程
度
の
食
糧
（
米
・
缶
詰
等
）
を
準
備
し

て
お
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

荒嶽 　晋　議員

問問 答

廣
瀬
村
長　

水
上
村
防
災
マ
ッ
プ
に
記

し
て
あ
る
よ
う
に
、各
家
庭
に
お
い
て
非

常
時
持
出
品（
貴
重
品
・
懐
中
電
灯
・ラ
ジ
オ・

救
急
医
薬
品・飲
料
水・食
料
等
）を
準
備
し
て

い
た
だ
く
啓
蒙
・
啓
発
が
必
要
で
あ
ろ
う
。備

品
の
備
蓄
を
優
先
し
、食
糧
に
つ
い
て
は
今
後

も
地
元
農
家・商
店
と
協
定
を
交
わ
し
な
が
ら

更
な
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
た
い
。

本
年
度
の
防
災
会
議
前
に
各
家
庭
に

防
災
マ
ッ
プ
が
配
布
さ
れ
た
が
、
危

険
箇
所
等
の
見
直
し
は
反
映
さ
れ
て
い
る

か
。

中
嶽
総
務
課
長　

消
防
団
と
区
長
に

連
携
い
た
だ
き
、危
険
箇
所
の
調
査
を

行
い
、そ
の
結
果
を
防
災
マ
ッ
プ
に
反
映
さ
せ
て

い
る
。６
月
５
日
が
梅
雨
入
り
の
平
年
日
な
の

で
、そ
れ
以
前
に
配
布
を
行
っ
た
。

こ
れ
か
ら
梅
雨
本
番
、
そ
し
て
台
風

シ
ー
ズ
ン
を
控
え
て
お
り
、
早
め
の

備
品
等
の
準
備
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る

が
、
今
後
ど
れ
く
ら
い
の
数
量
を
揃
え
る
の

か
。

廣
瀬
村
長　

医
療
関
係
に
つい
て
は
、村

内
外
の
医
療
機
関
に
お
願
い
し
て
い
る
。

寝
具
に
つ
い
て
は
、精
査
さ
せ
て
い
た
だ
き
必
要

最
小
限
は
揃
え
た
い
。

答答答 問問

食
糧
の
備
蓄
は
考
え
て
い
な
い
と

答
弁
さ
れ
た
が
、今
後
備
え
る
際

の
参
考
と
し
て
、ひ
と
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
紹

介
し
た
い
。（
プ
ロ
ジェク
ト
概
要
）非
常
食（
パ
ン

の
缶
詰
、賞
味
期
限
３
年
）と
し
て
、２
年
間
備

蓄
し
、残
り
約
１
年
の
賞
味
期
限
の
間
に
、飢

餓
に
苦
し
む
国
々
へ
送
る
。

民
生
委
員
活
動
に
つ
い
て

昭
和
23
年
に
民
生
委
員
法
が
施
行
さ

れ
、
年
を
追
う
ご
と
に
活
動
内
容
が

多
様
化
し
煩
雑
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
多
忙

を
極
め
る
民
生
委
員
の
報
酬
を
増
額
す
る
考

え
は
。廣

瀬
村
長　

多
種
多
様
な
業
務
を
さ

れ
て
お
り
、高
齢
化
、少
子
化
を
伴
う

中
で
地
域
の
方
々
が
民
生
委
員
を
頼
り
に
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
実
感
し
て
い
る
。民
生
委
員
会
の

意
向
も
聞
き
な
が
ら
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

民
生
委
員
の
担
当
地
区
の
住
民
数
を

比
較
し
た
と
き
２
３
２
世
帯
を
最
高

に
、
少
な
い
と
こ
ろ
は
３
８
世
帯
と
な
っ
て

提
言

い
る
。
こ
の
世
帯
数
の
差
が
仕
事
量
に
も
影

響
し
て
い
る
と
考
え
る
が
問
題
は
な
い
か
。

ま
た
、
現
在
の
地
区
割
り
は
い
つ
か
ら
か
。

廣
瀬
村
長　
い
つ
か
ら
か
は
承
知
し
て

い
な
い
。た
だ
世
帯
数
だ
け
で
は
判
断
で

き
な
い
と
も
考
え
る（
高
齢
化
率
・
住
居
の
点

在
）。地
区
割
り
に
つ
い
て
も
民
生
委
員
会
の
中

で
定
め
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、協
議
い
た
だ
き

検
討
を
重
ね
て
い
く
。

民
生
委
員
の
増
員
。
ま
た
委
嘱
業
務

以
外
の
負
担
を
強
い
ら
れ
な
い
よ
う

に
、
村
独
自
の
運
営
規
程
を
つ
く
っ
て
は
。

廣
瀬
村
長　

現
在
の
民
生
委
員
を
お

願
い
す
る
際
も
非
常
に
苦
慮
し
た
経
緯

も
あ
る
、増
員
に
つ
い
て
は
簡
単
な
こ
と
で
は
な

い
が
、手
伝
い
い
た
だ
け
る
方
が
お
ら
れ
れ
ば
、

や
ぶ
さ
か
で
は
な
い
。民
生
委
員
の
活
動
に
つ
い

て
は
、深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
頭
の

下
が
る
思
い
で
あ
る
。無
理
の
な
い
業
務
が
出

来
る
よ
う
民
生
委
員
会
の
中
で
協
議
を
重
ね

て
い
く
。

問問

問

答

答答

非常食を購入

２年間の備蓄後、回収・輸送

世界の饑餓に苦しむ人々へ
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入
札
業
務
に
つ
い
て

落
札
率
が
全
体
に
、
９
７
〜
９
８
％

の
高
止
ま
り
の
落
札
と
な
っ
て
い
る

が
、
現
実
的
に
高
い
と
い
う
意
識
は
な
い
の

か
。

椎
葉
副
村
長　
１
０
社
指
名
し
て
入
札

し
て
お
り
、各
社
が
受
注
能
力
に
応
じ

て
入
札
を
行
って
い
る

業
者
間
の
話
し
合
い
が
な
さ
れ
て
い

な
け
れ
ば
、
１
回
目
の
入
札
で
不
落

で
あ
っ
た
場
合
、
２
回
目
は
業
者
が
替
わ
っ

て
く
る
の
で
は
。

椎
葉
副
村
長　

業
者
の
受
注
へ
の
熱
意

が
、入
札
の
結
果
に
表
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。湯

山
地
区
の
排
水
路
改
修
工
事
に
お

い
て
は
、
２
回
目
も
不
落
で
、
日
を

改
め
て
す
べ
て
の
業
者
（
１
０
社
）
を
入
れ

替
え
て
入
札
。
一
方
、
岩
野
覚
井
地
区
の
一

般
住
宅
建
設
工
事
に
お
い
て
も
、
２
回
目
が

不
落
と
な
っ
た
が
、
す
べ
て
の
業
者
（
１
０

社
）
を
入
れ
替
え
ず
、
な
ぜ
３
社
だ
け
は
そ

の
ま
ま
か
。

那須 正弘　議員

問問問 答答

堤
田
建
設
課
長　

設
計
内
容
を
見
直

し
た
こ
と
に
よ
り
す
べ
て
入
れ
替
え
ず
、

指
名
審
査
会
で
審
査
し
、３
社
を
再
指
名
し

た
。大

規
模
開
発
計
画
に
つ
い
て

矢
立
原
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス

整
備
計
画
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
を
見
る
と
、
合
宿
地
ま
で
の
移
動
時
間

は
１
５
分
以
内
と
い
う
要
望
が
多
く
、
到
底

湯
山
か
ら
は
無
理
で
あ
る
。
更
に
国
道
（
湯

山
舟
石
か
ら
峠
）
は
幅
員
が
狭
く
、
離
合
も

困
難
な
状
況
で
あ
り
、
国
・
県
に
要
望
し
、

早
急
な
対
策
が
必
要
。こ
う
い
う
状
況
で
は
、

地
元
宿
泊
施
設
で
は
な
く
椎
葉
村
の
矢
立
原

キ
ャ
ン
プ
場
を
利
用
す
る
こ
と
が
な
い
か
心

配
す
る
。
そ
れ
ら
の
問
題
は
全
て
ク
リ
ア
さ

れ
る
の
か
。

廣
瀬
村
長　

国
道
３
８
８
号
は
湯
山

峠
ま
で
の
約
３
㎞
が
未
改
良
で
、再
三

再
四
、県
あ
る
い
は
国
土
交
通
省
に
対
し
要
望

し
て
お
り
、国
道
規
定
に
基
づ
い
た
改
良
は
困

難
で
は
あ
る
が
、１
．５
車
線
化
の
改
良
に
な
る

だ
ろ
う
と
い
う
回
答
を
頂
い
て
お
り
、今
後
も

答

要
望
活
動
を
行
っ
て
い
く
。ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

コ
ー
ス
は
本
村
で
造
る
施
設
な
の
で
、村
内
に

宿
泊
す
る
よ
う
お
願
い
し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
水
資
源
活
用
調
査
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
つ
い
て

○
第
三
セ
ク
タ
ー
に
つ
い
て

○
建
設
課
の
技
術
職
員
に
つ
い
て

問答

水上村談合情報調査委員会
　今般の一般質問での談合情報を受け、２回にわたる審議
を行い、６月 24 日の入札参加者１８社へ協力要請し聞き取
り調査を実施した結果、今回の入札２件及び平成 25 年度
執行済みの入札において談合の事実は認められませんで
した。

７
月
７
月
1515
日
開
催

日
開
催

第
２
回
臨
時
会

第
２
回
臨
時
会

○
平
成
26
年
度
水
上
村
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
１
４
０
万

円
を
追
加
し
、
総
額
を
２
６
億
３
，

１
２
０
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　
　

歳
出
は
６
月
21
日
か
ら
22
日
に
か
け
て

の
梅
雨
前
線
豪
雨
に
よ
る
林
道
梅
ノ
木
鶴

線
災
害
（
２
ヶ
所
）
に
伴
う
測
量
設
計
業

務
委
託
料
１
４
０
万
円
、
歳
入
は
繰
越
金

同
額
を
そ
れ
ぞ
れ
追
加
計
上
し
ま
し
た
。

○
議
員
派
遣
の
件
に
つ
い
て

○
継
続
審
査
申
出
書
に
つ
い
て

《　

予　
　

算　

》

《　

予　
　

算　

》

《　

予　
　

算　

》

《　

そ　

の　

他　

》

《　

そ　

の　

他　

》

《　

そ　

の　

他　

》
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ダムによらない治水対策の勉強会
　

球
磨
郡
町
村
議
会
議

長
会
主
催
に
よ
る
勉
強

会
が
６
月
27
日
、
あ
さ

ぎ
り
町
せ
き
れ
い
館
に

お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

４
月
に
２
年
７
ヶ

月
ぶ
り
に
開
催
さ
れ

た
「
ダ
ム
に
よ
ら
な
い

治
水
を
検
討
す
る
場
」

で
検
討
さ
れ
た
治
水
対

策
に
つ
い
て
、
人
吉
球

磨
の
議
会
議
員
が
お
互

い
に
理
解
を
深
め
る
た

め
に
開
催
さ
れ
た
も
の

で
、
今
回
で
２
回
目
。

国
、
県
の
担
当
者
か
ら

説
明
を
受
け
、
参
加
者

か
ら
は
検
討
さ
れ
て
い

る
治
水
対
策
の
安
全
度

の
低
さ
を
心
配
す
る
声

や
抜
本
的
な
対
策
を

望
む
声
が
続
出
し
ま
し

た
。

山下会長（湯前町議会議長）の挨拶

こ
の
木
な
ん
の
木
気
に
な
る
木

　

こ
れ
は
樹
齢
８
０
年
程
の
杉
の
木
で
あ
る
。
よ
く
見
る
と
そ
の
杉

の
木
の
幹
か
ら
直
径
５
０
㎝
に
も
な
ろ
う
樫
の
木
が
伸
び
て
い
る
で

は
な
い
か
。
私
は
こ
の
２
本
の
木
を
木き

ず
な繋
（
絆
）
と
命
名
。
木
の
種

類
は
違
っ
て
い
る
が
、
同
じ
時
代
に
生
を
受
け
同
じ
場
所
で
共
存
し

て
い
る
。
日
々
の
生
活
の
中
で
、
時
に
は
自
然
の
脅
威
に
お
の
の
く

事
も
あ
る
が
、
自
然
か
ら
学
ぶ
事
も
多
い
。
柔
道
の
創
設
者
嘉
納
治

五
郎
師
範
の
言
葉
に
、｢

精
力
善
用
自
他
共
栄
」
と
あ
る
が
精
力
善

用
と
は
、
何
事
に
も
目
的
を
達
す
る
為
に
精
神
の
力
と
身
体
の
力
と

を
最
も
有
効
に
働
か
し
、
自
他
共
栄
と
は
、
相
助
相
讓
（
そ
う
じ
ょ

そ
う
じ
ょ
う
）
互
い
を
助
け
互
を
譲
る
と
い
う
意
味
。
こ
の
言
葉
や

こ
の
木
繋
が
示
す
よ
う
に
、
私
た
ち
が
互
い
に
絆
を
深
め
仲
良
く
生

き
て
行
き
た
い
も
の
で
す
。

　

こ
の
樹
木
が
気
に
な
る
方
は
、
広
域
農
道
か
ら
階
段
を
上
り
、
カ

ン
ト
リ
ー
パ
ー
ク
の
林
内
に
３
０
ｍ
程
入
っ
た
所
で
す
。小

野　

賴
年

広
報
特
別
委
員
会

委
員
長　
　
　

小
野　

賴
年

副
委
員
長　
　

米
本　

宗
徳

委　

員　
　
　

荒
嶽　
　

晋

米
良　
　

哲


